
★�狩猟者が視認しやすいよう、目立つ色の服装を心がけて下さい。ただし、白色や迷彩
色はさけてください。

※特に白色はシカのおしりと同色のため、誤認される可能性があります※
★�ラジオや鈴など音が鳴るものを携行したり、声を出して歩くなど、自分の存在を周囲に
知らせるように心がけて下さい。

★�獣道には「わな」が仕掛けられている場合がありますので、通常の山道から奥には入ら
ないようにして下さい。

★��「わな」の設置場所付近には、設置者の氏名などが記載された標識がついています。
　標識がある場所には近づかないで下さい (標識は下の見本を参考にして下さい )。

９/７いつまでも自分らしく暮らせる町に
　『認知症になってもこの町で自分らしく暮
らしていけるために』をテーマにした「認知症
フォーラム」が文化会館のホールにおいて開催
されました。
　フォーラムでは認知症の方の心をつかむケア
として注目される「ユマニチュード®」の技術
を学ぶ講義のほか、町の認知症総合支援会議委
員によるディスカッションが行われました。
　参加者からは「今日教わった、<見る・話す・
触れる・立つ>の4つの柱を思い出しながら優
しく接していきたい」など、認知症の方を地域で
支えていこうといった声が聞かれました。 ●フォーラムには165人の方が参加しました

認知症フォーラムが開催されました

９/１本町内では初めての開催となります
　奥大井接岨湖カヌー競技場において、小学校
３年生から中学校３年生までを対象としたカ
ヌー大会が開催されました。
　大会には、奥大井パドリングクラブ（川根本
町）から４人、B&G掛川海洋クラブ（掛川市）か
ら７人が参加し、200mのスピード競技に挑み
ました。
　今回の大会は普及艇と呼ばれるレース用では
ない安定したカヌーで行われましたが、初めて
競技に挑むという参加者も多かったことから、
緊張しながらも一漕ぎ一漕ぎ力いっぱいゴール
に向かう姿が見られました。 ●写真中央は３位に入賞した、望月颯真さん（梅地）

令和元年度　接岨湖少年少女カヌー大会が開催されました

９/７

　今年で２回目となる北部地区の小中合同の運
動会が実施され、児童生徒68人に加え地区の方
や保護者などが多数参加しました。
　今回の開催に向け、6月から両校が合同での
練習を重ね準備をしてきたということで、小学
生と中学生が協力しながらお互いの競技の運営
補助を行うといった姿が見られました。
　また、競技の種目も小中学生が合同で行える
内容のものや、地域の方が参加するものも多く
設定され、参加者全員が一体となって運動会を
楽しんでいました。

団結し 仲間とはげまし合って 最後まで
本川根小学校・本川根中学校の合同運動会が実施されました

●小中の合同チームが保護者に挑んだ綱引き勝負

●イノシシおよびニホンジカ：11月1日(金 )～３月15日 (日)
●そ の 他 の 狩 猟 鳥 獣：11月15日(金)～２月１５日(土)

　この期間中、「わな」「猟銃」「網」を使用した
狩猟が行われますので、作業やハイキング、山菜
摘みなどで山林に入られる方は下記のようなこと
にご留意ください。

×

標識見本

問合せ：静岡県くらし・環境部�環境局�自然保護課　☎054(221)3332
●鈴やラジオで自分の存在を知らせましょう●●白い服は危険です●

山林で作業やハイキングをされる方へ

ご注意！令和元年度の静岡県内における
　狩猟期間は下記のとおりとなります。

11月から狩猟解禁

ここにも、一つの物語。
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